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今
日
学
校
教
育
と
並
ん
で
、
社

会
教
育
が
定
着
し
て
い
ま
す
が
、

以
前
は
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時

に
勉
強
も
卒
業
す
る
と
い
う
考
え

が
一
般
的
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
生
涯
学
習

が
大
切
で
あ
り
、
個
人
の
知
的
要

求
に
応
え
る
た
め
に
も
社
会
教
育

施
設
が
必
要
だ
と
認
識
さ
れ
出
し

た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
い
め
い

　

わ
が
国
の
社
会
教
育
の
黎
明
期

を
担
っ
た
の
は
公
民
館
活
動
で
す

が
、
そ
れ
は
昭
和
20
年
（
一
九
四

五
）
に
文
部
省
（
現
在
の
文
部
科
学

省
）内
で
公
民
館
構
想
が
検
討
さ
れ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
21

年
７

つ
う
ち
ょ
う

月
、
文
部
次
官
通
牒
に
よ
り
「
公

民
館
の
設
置
」
が
奨
励
さ
れ
、
こ

れ
を
受
け
て
９
月
に
「
公
民
館
設

置
促
進
中
央
連
盟
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
翌
昭
和
22
年
、
連
盟
は
毎

日
新
聞
社
と
提
携
し
、
文
部
省
後

　
　「

３
人
の
獅
子
は
前
か
ら

め

じ

し

小
さ
い
順
に
、
雌
獅
子
、

な

か

じ

し

お

お

じ
し

中
獅
子
、
大
獅
子
と
い
わ

れ
ま
す
。
今
年
は
雌
獅
子

は
小
学
生
、
中
獅
子
と
大

獅
子
は
中
学
生
が
踊
り
ま

し
た
。
女
の
子
が
扮
す
る
サ
サ
ラ

は
本
来
４
人
で
す
が
、
地
域
の
子

ど
も
が
減
り
２
人
に
な
り
ま
し

た
。
ど
こ
の
地
区
で
も
同
じ
よ
う

な
問
題
で
悩
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
は
少
子
化
が
一
番
の
問

題
で
す
ね
。
伝
統
あ
る
か
っ
こ
舞

を
絶
や
す
ま
い
と
踊
り
を
舞
う
子

ど
も
た
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
親
や

地
域
の
人
た
ち
み
ん
な
が
協
力
し

て
い
ま
す
」
（
見
物
区
長
の
安
西

喜
一
さ
ん
）

「
今
年
で
４
回
目
で
す
。
毎
年
の

こ
と
な
の
で
、
練
習
は
１
週
間
ぐ

ら
い
で
し
た
。
今
年
は
足
を
怪
我

し
て
い
た
け
ど
、
頑
張
っ
て
や
り

ま
し
た
。
踊
り
の
な
か
で
、
一
番

難
し
い
の
は
一
人
で
踊
る
と
こ
ろ

と
最
後
に
弓
の
間
を
駆
け
抜
け
る

と
こ
ろ
で
す
」（
大
獅
子
に
扮
し
た

本
間
太
輔
く
ん
・
中
２
）

　
７
月
14
日
、
15
日
の
例
祭
で
奉

納
さ
れ
る
獅
子
舞
で
、
雨
乞
い
の

た
め
の
儀
式
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
踊
り
は
、
か
っ
こ
３
人
、
サ
サ

か
み
な
わ
も
ち

ラ
４
人
、
神
縄
持
２
人
、
太
鼓
笛

数
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

で
、
獅
子
頭
を
つ
け
た
か
っ
こ

が
、
腰
に
つ
け
た
か
っ
鼓
を
打
ち

な
が
ら
踊
り
ま
す
。
花
笠
を
か

ぶ
っ
た
少
女
が
笛
に
合
わ
せ
て
す

り
鳴
ら
す
サ
サ
ラ
は
、
雨
の
音
を

表
し
、
花
笠
か
ら
垂
れ
る
七
色
の

紙
は
雨
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
45
年
８
月
26
日
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財

援
に
よ
り
公
民
館
活
動
の
理
念
を

示
す
「
公
民
館
の
歌
」
の
歌
詞
を

全
国
公
募
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は

な
ん
と
、
全
国
か
ら
千
17
編
の
応

募
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

川
端
康
成
を
は
じ
め
、
文
部

げ
い

省
、
東
京
音
楽
学
校
（
東
京
藝
術
大

学
音
楽
部
の
前
身
）
、
毎
日
新
聞

社
、
日
本
放
送
協
会
、
日
本
レ
コ
ー

ド
協
会
な
ど
の
面
々
か
ら
な
る
、

そ
う
そ
う
た
る
審
査
員
団
が
組
織

さ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
見
事

特
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
館
山
市

小
原
在
住
の
教
員
山
口
晋
一
さ
ん

の
作
品
で
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
山
口
さ
ん
は

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

「
明
る
い
文
化
が
う
ち
た
て
ら
れ

て
ゆ
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
公

民
館
の
よ
う
な
機
関
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
」「
こ
れ
が
公
民
館
の
設

立
の
た
め
の
一
つ
の
推
進
力
と
し

て
役
立
て
ば
な
お
さ
ら
の
喜
び
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
昭
和
24

年
に
社
会
教
育
法
が
制
定
さ
れ
、

以
後
全
国
に
公
民
館
が
造
ら
れ
は

じ
め
ま
し
た
。
や
が
て
公
民
館
は

全
国
で
１
万
７
千
440
館
（
62
年
度

文
部
省
調
査
）を
数
え
ま
す
。
ま
さ

に
こ
の
歌
を
推
進
力
と
し
て
、
26

年
11
月
に
は
全
国
公
民
館
連
絡
協

議
会（
現
、
社
団
法
人
全
国
公
民
館

連
合
会
）が
結
成
さ
れ
、
翌
年
、
全

国
公
民
館
大
会
が
開
か
れ
る
な
ど

わ
が
国
の
公
民
館
活
動
は
社
会
教

育
の
文
化
拠
点
と
し
て
大
き
く
花

開
き
ま
し
た
。

　

以
来
毎
年
開
催
さ
れ
る
全
国
公

民
館
大
会
で
は
、
今
な
お
山
口
さ

ん
の
「
公
民
館
の
歌
」
が
歌
わ
れ

続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
九
六
歳
に
な
っ
た
山
口
さ

ん
は
と
て
も
お
元
気
で
す
。
昭
和

35
年
に
は
館
山
市
歌
「
わ
が
町
館

山
」
の
作
詞
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

９
月
の
市
立
博
物
館
の
休
館
日
は
、３

日
、10
日
、17
日
、25
日
で
す
。

▲市歌「わが町館山」の発表会（昭和35年）

明
る
い
文
化
を
打
ち
立
て
る
応
援
歌

「
公
民
館
の
歌
」

海
南
刀
切
神
社
か
っ
こ
舞
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居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
限
度
額
に
対
す
る

利
用
率

　　　　　　　 要支援  要介護１  要介護２  要介護３  要介護４  要介護５　   計

第1号被保険者　  90   ２96　    243　     202        191 　173　   1,195

第2号被保険者　　 ０        9         12            4　        7 　    7　        39

合　　　計　　　 90    305       255　     206        198 　180　   1,234

　
市
の
65
歳
以
上
人
口
は
、
全
体
の
26
・
２
％
（
平
成
13

年
７
月
１
日
現
在
）
。

４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う

現
状
で
す
。
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
る
新
た
な
仕
組
み

と
し
て
、
昨
年
４
月
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
。
今

回
、
昨
年
度
の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
認
定
を
受
け

た
人
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
に
対
す
る
利
用
率

は
、
概
ね
当
初
の
見
込
み
ど
お
り
で
し
た
。

　
昨
年
度
末
の
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
者
数
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

　
居
宅
介
護
（
支
援
）

サ
ー
ビ
ス
の
受
給
者
数

は
、
事
業
計
画
で
は
昨

年
度

900
人
と
推
計
し
て

い
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
、
昨
年
度
末

の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
受
給

　
昨
年
度
末
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
数
は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
11
年
10
月
～
12
年
３
月
ま

で
の
準
備
期
間
で
は
、
千

170
件
、

昨
年
度
に
は
２
千

163
件
の
申
請
が

あ
り
、
合
せ
て
３
千

333
件
の
申
請

が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
度
２
千

163

件
の
内
訳
は
、
新
規
申
請
が

622

件
、
更
新
申
請
が
千

477
件
、
変
更

申
請
が
64
件
で
し
た
。

　
平
成
12
年
度
介
護
給
付
費
の
当

初
予
算
に
対
す
る
執
行
状
況
は
表

４
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
結
果
か

ら
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
要
支
援
に

認
定
さ
れ
た
人
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

が
当
初
の
見
込
み
よ
り
多
か
っ
た

【
用
語
の
説
明
】

　
第
１
号
被
保
険
者
／
65
歳
以
上

の
人

　
第
２
号
被
保
険
者
／
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
／
要
介

護
認
定
で
要
介
護
１
～
５
に
認
定

さ
れ
た
人
に
係
る
介
護
給
付
費

　
う
ち
施
設
介
護
給
付
費
／
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
う
ち
介
護
保

険
施
設
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る

方
に
係
る
介
護
給
付
費

　
審
査
支
払
手
数
料
／
介
護
保
険

で
は
、
一
般
的
に
保
険
者
（
市
）

が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
等
か

ら
の
介
護
報
酬
の
請
求
に
係
る
書

類
の
審
査
及
び
支
払
等
を
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
に
委
託
し
て

い
ま
す
。
「
審
査
支
払
手
数
料
」

は
、
こ
の
手
数
料
で
す
。

　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
／
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
お
け
る
１

割
の
自
己
負
担
が
次
の
上
限
額
を

超
え
る
場
合
は
、
そ
の
超
過
分
を

高
額
介
護
（
居
宅
支
援
）
サ
ー
ビ

ス
費
と
し
て
支
給
し
、
利
用
者
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
自
己
負
担
上
限
額（
月
額
）は
、

　
一
般
が
３
万
７
千

200
円
、
住
民

税
世
帯
非
課
税
者
が
２
万
４
千

600

円
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
住

民
税
世
帯
非
課
税
者
及
び
生
活
保

　
昨
年
度
の
各
介
護
度
の
利
用
限

度
額
に
対
す
る
利
用
率
は
表
５
の

と
お
り
、
全
体
で
30
・
２
％
で
し

た
。

当
初
、
全
体
の
31
％
の
利
用

率
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、

概
ね
見
込
み
ど
お
り
の
利
用
率
で

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、

第
１
号
被
保
険
者

で
は
、
同
時
点
の
65
歳
以
上
人
口

１
万
３
千

318
人
に
対
し
、
認
定
を

受
け
た
人
は
千

195
人
で
す
の
で
、

そ
の
比
率
は
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

国
全
体
の
比
率
が
２
月
末
現

在
で
11
・
３
％
で
す
の
で
、

館
山

市
は
元
気
な
お
年
寄
り
が
多
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

者
数
は
、
表
２
の
と
お
り
で
、

235

人
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
差
の

理
由
は
、「
医
療
保
険
で
病
院
に
入

院
中
」、「
家
族
で
介
護
を
し
て
お

り
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

護
受
給
者
が
１
万
５
千
円
で
す
。

　
同
一
世
帯
に
利
用
者
が
複
数
い

る
場
合
で
も
、
負
担
上
限
額
は
同

額
と
な
り
ま
す
。

介護保険　スタートから１年。

　　　　　　　 要支援  要介護１  要介護２  要介護３  要介護４  要介護５　   計

第1号被保険者　  ５６   ２００　  １４４　  １０５  ７２ 　  ６５　 ６４２

第2号被保険者　　  ０         ７    ７         ２ 　 ４ 　　  ３　    ２３

合　　　計　　　 ５６   ２０７     １５１　  １０７  ７６ 　  ６８　 ６６５

▼表１　要介護認定（要支援）認定者数　　（単位：人）

▼表２　居宅介護（支援）サービス受給者数　　（単位：人）

要支援    520　  61,500    29,600　48.1％

要介護１ 1,685　 165,800   47,650　28.7％

要介護２ 1,300　 194,800   59,490　30.5％

要介護３    966　 267,500   73,540　27.5％

要介護４    710　 306,000   91,090　29.8％

要介護５    684　 358,300 115,530　32.2％

 合　計 5,865　　　　　　　　　　　  30.2％

在宅サービス
受給者数
(延べ・人)

利用限度
額(1ｶ月)
    （円）

平均利用
額(1ｶ月)
    （円）

利用率

▼表5　居宅サービスの利用限度額に対する利用率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

第1号被保険者　  124　　　130　　　96　  350

第2号被保険者　　   ４　　　　１　　　  2     　 7

合　　　計　　    128　　　131　　　98     357

特別養護  老人保健   療養型
老人ﾎｰﾑ　　施 設　 医療施設　  計

▼表3　施設介護サービス受給者数　　（単位：人）

平成13年８月１日 ２３ だん暖たてやま

                                     当 初 予 算 額　　    支 出 済 額 　     執行率

介護サービス等諸費　     1,764,007,000    1,644,649,391　  93.2％

（うち施設介護給付費）  1,067,546,000    1,188,367,690   111.3％

支援サービス等諸費　  　     16,644,000　      18,915,080   113.6％

審査支払手数料                     5,980,000　        2,368,195　  39.6％

高額介護サービス等費　       21,687,000　　   10,658,305     49.1％

　　合　　　　計           1,808,318,000    1,676,590,971　  92.7％

▼表4　介護給付に係る執行状況　　　　（単位：円）

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

介
護
給
付
費
に
係
る

執
行
状
況

要
介
護
認
定
申
請
状
況

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数

居
宅
介
護（
支
援
）
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数

要
介
護
認
定（
要
支
援
）認
定
者
数

概要まとまる

国平均より元気なおとしより多い



　
館
山
商
工
会
議
所
（
本
間
明
会

頭
）、
館
山
市
観
光
協
会
（
高
橋
弘

之
会
長
）、
館
山
市
商
店
会
連
合
会

（
会
長
岩
井
務
）の
３
団
体
で
は
、

５
月
末
か
ら
館
山
―
久
里
浜
―
伊

豆
大
島
間
の
定
期
航
路
開
設
に
向

け
た
署
名
運
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
先
月
６
日
、
集
ま
っ
た

１
万
６
千

459
人
分
の
署
名
を
辻
田

実
館
山
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

署
名
の
内
訳
は
市
内
が
１
万

302

人
、
市
外
が
６
千

157
人
。

　
要
望
書
は
新
た
な
海
上
交
通
路

が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
港
を
核
に

し
た
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
館
山

市
の
み
な
ら
ず
、
南
房
総
地
域
の

振
興
に
貢
献
す
る
も
の
と
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
し
て
、
一
日
も

早
い
定
期
航
路
の
開
設
を
要
望
す

る
内
容
で
す
。

「
定
期
航
路
」開
設
の
署
名
提
出

「
国
際
交
流
員
の
頃
か
ら

学
校
に
行
く
機
会
が
何
度

か
あ
り
、
訪
問
す
る
た
び

に
子
ど
も
達
と
の
国
際
交

流
に
興
味
が
出
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
は
ベ
リ
ン
ハ

ム
や
ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ス
な
ど
行
政
的
な
面

で
、
国
際
交
流
す
る
こ
と

が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
学
校
を
通
じ

て
、
子
ど
も
達
と
接
し
て

い
き
た
い
で
す
。
語
学
に

つ
い
て
教
え
る
仕
事
で
す

か
ら
、
勿
論
、
言
葉
は
大

　
館
山
市
観
光
協
会
で
は
「
ふ
る

さ
と
リ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。
館
山
の
生
活
情
報
や
日
常
情

報
、
魅
力
な
ど
を
館
山
を
訪
れ
た

い
人
た
ち
に
向
け
て
情
報
発
信
し

ま
せ
ん
か
。

　
資
格
／
安
房
郡
市
在
住
、
在
勤

で
年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

メ
ー
ル
の
送
受
信
）が
で
き
る
人
。

　
応
募
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
を
明
記
し
、

切
で
す
。
国
際
交
流
は
、
そ
れ
以

上
に
１
対
１
の
人
と
し
て
、
相
手

を
理
解
す
る
こ
と
が
、
最
も
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
授
業
以
外
に
も
で
き
る
だ
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
外

国
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な
意

識
を
も
つ
こ
と
は
な
い
し
、
自
然

体
で
ぼ
く
と
接
し
て
ほ
し
い
し
、

ぼ
く
も
み
ん
な
の
こ
と
を
知
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
み

ん
な
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　
６
年
前
に
も
家
族
で
来
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
館
山
は
温
暖
で

花
や
緑
が
美
し
く
、
海
辺
が
と
て

も
魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
東

京
の
友
達
に
聞
く
と
ゴ
ル
フ
と
釣

り
と
海
水
浴
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
も
っ

と
奥
が
深
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
館
山
市
が
抱
え
る
課
題
と
し

て
、
経
済
の
活
性
化
や
開
か
れ
た

市
政
づ
く
り
、
館
山
湾
の
活
用
な

ど
多
く
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
と
し
て
は
、
こ
う
し
た

こ
と
は
館
山
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
二

分
に
引
き
出
さ
な
い
と

解
決
で
き
な
い
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
他
の
都
市
の
物

ま
ね
で
は
、
す
ぐ
に
色

あ
せ
る
し
、
よ
か
れ
と

思
っ
て
も
持
続
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
例
が
多

い
も
の
で
す
。

　
館
山
湾
の
活
用
で

は
、
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
を
基
本
に
海
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
海
を
活

か
す
と
一
言
で
言
っ
て
も
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
こ
の
ま
ち
に

照
ら
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
先
月
10
日
、
館
野
小
（
青
木
徳

雄
校
長
、
児
童
数

242
人
）
で
は
、

全
校
児
童
と
全
教
職
員
総
出
で
、

学
校
西
側
に
あ
る
ひ
ま
わ
り
畑
の

草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
畑
に
は
、
７
年
前
か
ら
館

山
市
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
（
安

西
亮
会
長
、
40
人
）
が
約
３
万
本
の

ひ
ま
わ
り
を
植
え
、
８
月
の
満
開

時
に
は
、
例
年
、
道
行
く
人
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
草
取
り
は
「
ひ
ま
わ
り

ク
ラ
ブ
」の
様
子
を
見
て
い
た
子
ど

多くの意見を聞きながら進めたい
勝海助役が就任

　
ま
た
ひ
と
つ
の
事
業
を
行
う
場

合
で
も
、
そ
こ
に
生
活
し
て
い
る

人
の
立
場
に
立
っ
て
、
市
民
全
体

の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
な
が
ら
調
整

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
福
祉
や
教
育
で
も
同
じ
こ
と

が
言
え
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の

意
見
を
聞
い
て
、「
本
当
に
そ
れ
で

い
い
の
か
？
」「
負
担
は
ど
こ
が
す

べ
き
か
？
」な
ど
、
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
今
の

世
の
中
の
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
国
や
県
、
市
な
ど
行
政
の
押
付

け
は
ゴ
メ
ン
だ
と
い
う
意
見
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
づ
く
り

の
段
階
か
ら
、
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
，
み
な
さ
ん
と

と
も
に
考
え
て
、
い
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
静
岡
県
田
方
郡
出
身
の
43
歳
。

昭
和
57
年
３
月
、
北
海
道
大
学
大

学
院
、
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専

攻
修
了
。
昭
和
57
年
４
月
、
運
輸

省
港
湾
局
計
画
課
採
用
、
国
土
庁

防
災
局
防
災
調
整
課
企
画
係
長
、

運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
局
東
京
空

港
工
事
事
務
所
次
長
、
同
釜
石
港

工
事
事
務
所
長
、
同
省
鉄
道
局
施

設
課
補
佐
官
を
歴
任
。
昨
年
７
月

か
つ
う
み
つ
と
む

　
先
月
16
日
付
け
で
、
勝
海
務
氏
が
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

前
任
の
福
田
氏
と
同
様
に
国
土
交
通
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
助
役

で
す
。
今
回
、
館
山
で
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
11
年
７
月
か
ら
２
年
間
、
国
際
交
流
員
と
し
て
、
勤
務
し
て
い

た
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ー
ノ
ル
ド
さ
ん
が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
し
て
、
２
学
期
か
ら
中
学
校
に
赴
任
し
ま
す
。

平成13年８月１日 ４５ だん暖たてやま

場の 広民市

港
湾
に
期
待
！

新しいＡＬＴに

マイク

か
ら
、
国
土
交
通
省
港
湾
局
建
設

課
付
、（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
調
査
部
長
。

　
家
族
は
妻
、
子
ど
も
３
人
。
趣

味
は
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
、
ウ
ィ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
。

２学期からよろしく！

抱
負
は
？

館
山
の
印
象
は
？

ふ
る
さ
と
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

「
館
山
市
の
観
光
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
た
い
こ
と
」
を
800
字
以
内
の
作
文

に
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員
／
10
人
程
度

　
締
切
／
８
月
20
日（
月
）ま
で

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
館
山
市
観

光
協
会
　
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

浅
井
　
!
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―
２
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　E

-

mail

　asai@awa.or.jp

（
問
合

せ
な
ど
は
で
き
る
だ
けE-mail

で

お
願
い
し
ま
す
）　

　
先
月
18

日
、
千
葉
県
主
催
の

「
館
山
港
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）
」
の
説
明
会
が
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン（
案
）
は
、
館
山
港
が
平

成
12

年
５
月
に
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
機
能

強
化
を
図
る
「
特
定
地
域
振
興
重

要
港
湾
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
港
湾
管
理
者
で
あ
る
県
が

中
心
と
な
り
、（
社
）日
本
港
湾
協

会
に
「
地
域
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
館
山
港
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
委
託
を
し
て

い
た
も
の
で
す
。
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）
の
基
本
理
念
は
「
館
山
湾

の
魅
力
的
な
資
源
や
海
と
陸
の
接

続
部
に
あ
る
港
湾
の
特
性
を
活
か

し
て
、
来
訪
者
に
多
彩
な
海
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や

憩
い
と
交
流
の
場
を
提
供
す
る
、

南
房
総
地
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
け
る
海
側
の
拠
点
を
形
成
し

て
い
く
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
た
ち
か
ら
「
毎
年
、
学
校
の
前

に
た
く
さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
い

館山港港湾振興ビ
ジョン説明会

て
、
と
て
も

き
れ
い
。
自

分
た
ち
も
何

か
お
手
伝
い

し
た
い
」
と

自
発
的
な
呼

び
か
け
で
実

現
し
ま
し

た
。

　
ひ
ま
わ
り

づ
く
り
は
、

遊
休
農
地
50

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
見
た
い

館
野
小
が
草
取
り
の
お
手
伝
い

ア
ー
ル
を
借
り
受
け
、
真
夏
の
花

「
ひ
ま
わ
り
」
で
南
欧
風
の
街
づ

く
り
を
ア
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
は
じ

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
年
も
真
夏
の
太
陽
を
い
っ
ぱ

い
浴
び
て
、
満
開
の
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
乱
れ
ま
す
。

▲署名を受け取る市長

▲総出で草取り



　
①
郵
便
窓
口
で
郵
便
振
替
払
込

と
公
金（
公
共
料
金
・
税
金
）の
受

入
が
で
き
ま
す
。

　
②
貯
金
と
保
険
の
窓
口
が
一
体

と
な
り
、
貯
金
・
保
険
業
務
の
ほ

か
、
切
手
・
は
が
き
・
印
紙
の
一

部
商
品
と
不
在
留
置
郵
便
物
の
交

付
を
行
な
い
ま
す
。

　
③
貯
金
・
保
険
の
営
業
、
集
金

事
務
を
１
人
の
職
員
が
い
っ
し
ょ

に
行
な
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
郵
便
局
総
務
課

（
!
22
―
０
２
８
０
）

今
月
か
ら

館
山
郵
便
局
の

サ
ー
ビ
ス
が

変
わ
り
ま
す

　　私は国民年金に加入し、付加保険料をあわせ

　　て納めています。

　先日、社会保険事務所から「国民年金付加保険納付

被保険者非該当通知書」が届きました。

「国民年金基金に加入したので、付加保険料を納

めることができなくなった」ということですが、

どうしてですか。

　また、今まで納めた付加保険料はどうなるので

しょうか。

　　付加年金は、より多くの年金を受けたいという

　　要望により設けられたもので、定額保険料の他

に月額400円の付加保険料を納めると、その納めた期

間について、１ヵ月当たり200円で計算した額が老齢

基礎年金に加算される制度です。

　国民年金基金も付加年金と同じく第１号被保険

者（自営業者の人など）の人が、より豊かな老後

生活を送れるよう、基礎年金の上乗せ給付をする

制度ですので、国民年金基金に加入すると、付加

年金への加入はできなくなります。

　なお、これまで納めた付加保険料は、将来、老

齢基礎年金に加算され支給されます。

　　国民年金基金には、どのような人が加入でき

　　るのか教えてください。

　　自営業などの人にもサラリーマンなみの年金

　　設計ができる「国民年金基金」。この制度に

加入できる人は、国民年金の「第１号被保険者」

の人々です。

　言いかえると、厚生年金（会社員）や共済組合

（公務員など）に加入していない、20歳から60

歳までの自営業などの本人、配偶者と学生は、第

１号被保険者として国民年金の保険料を必ず納め

ることになりますので、その上乗せとしての基金

に加入することができます。

　ただし、国民年金保険料を免除されている人、

農業者年金の加入者とこれに加入しなければなら

ない人、任意加入（海外居住者、60歳以上の人な

ど）の人は、加入できません。

　現在、加入している国民年金に上乗せする「もう

一つの年金」国民年金基金に加入して、より豊かな

老後生活の備えをおすすめします。

　問合せ／市民課年金係

　　　　　!22―3111内線556・557

　
先
月
９
日
、
市
内
山
本
に
あ
る

日
本
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
（
株
）
が

半
導
体
の
増
産
を
め
ざ
し
て
建
設

エ
ヌ
サ
ン

し
て
い
た
Ｎ
３
建
設
工
事
が
完
成

し
、
関
係
者
約

160
人
が
出
席
し
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
完
成
し

た
施
設
は
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の

え
ん
ぎ

　
社
伝
に
よ
る
と
、延
喜
元
年
（
西

暦
901
年
）
に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ

た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と

る
諏
訪
神
社
は
、
建
御
名
方
命
を

祭
神
と
し
、
正
木
地
区
の
氏
神
と

し
て
崇
敬
さ
れ
、
そ
の
社
殿
を
と

り
ま
く
自
然
林
は
鎮
守
の
森
と
し

て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

60
年
３
月
に
は
参
道
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
諏
訪
山
公
園
と
し
て
、
地

区
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
標
高
74
ｍ
の
諏
訪
山
山
頂
に
あ

る
諏
訪
神
社
の
自
然
林
で
、
高
さ

け
い
ぼ
く

き
ょ
う
こ
う

18
ｍ
に
達
す
る
大
径
木
（
最
大
胸
高

直
径
95
㎝
）
の
ス
ダ
ジ
イ
が
占
め

る
面
積
が
大
き
く
、
長
い
年
月
を

か
け
て
、
ス
ジ
ダ
イ
の
群
落
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
ぼ
く

　
諏
訪
神
社
自
然
林
で
は
、
高
木

層
は
ス
ダ
ジ
イ
、
亜
高
木
層
は
ヤ

ブ
ニ
ッ
ケ
イ
・
タ
ブ
ノ
キ
・
カ
ク

レ
ミ
ノ
・
ヒ
メ
ユ
ズ
リ
ハ
、
低
木

層
は
イ
ヌ
ビ
ワ
・
オ
ガ
タ
マ
ノ

り
ん
し
ょ
う

キ
・
ヤ
ツ
デ
、
林
床
は
キ
チ
ジ
ョ

ウ
ソ
ウ
・
ア
リ
ド
ウ
シ
・
フ
ウ
ト

ウ
カ
ズ
ラ
・
ツ
ル
コ
ウ
ジ
が
占
め

る
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
林
を
特
徴
づ
け
る
植
物

は
、
ス
ダ
ジ
イ
・
オ
ガ
タ
マ
ノ

キ
・
ヒ
メ
ユ
ズ
リ
ハ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ほ
か
に
イ
ヌ
マ
キ
、
ヤ
マ

モ
モ
、
カ
ゴ
ノ
キ
、
ホ
ル
ト
ノ

キ
、
ツ
ル
コ
ウ
ジ
、
ニ
セ
ジ
ュ
ズ

ネ
ノ
キ
、
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
が

あ
り
、
洲
崎
神
社
自
然
林
や
那
古

山
自
然
林
と
比
べ
、
房
総
半
島
南

半導体増産工場が完成
日本ファウンドリー　

　

諏訪神社自然林が指定文化財に！

　
先
月
11
日
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
広
く
市
民
か

ら
の
意
見
を
求
め
、
男
女

平
等
社
会
の
実
現
に
向
け

設
置
さ
れ
た
第
２
期
コ
ー

ラ
ル
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
会
長
に
選
出
さ
れ
た
田

え

ち

こ

村
悦
智
子
さ
ん
は
「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
い
。
活
発
な

議
論
を
」
と
、
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
委
員
は
公
募
委
員
を
含

め
た
21
人
で
、
任
期
は
２

第2期コーラル会議スタート年
間
。
今
後
、
今
年
３
月
に
ま
と

め
ら
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考

え
方
及
び
方
向
性
に
つ
い
て
」
の

建
議
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
具

体
的
な
方
策
や
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て

せ知 ら

部
を
北
限
と
す
る
暖
地
性
植
物
の

種
類
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

暖
地
性
要
素
の
高
い
貴
重
な
林

で
、
な
か
で
も
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ

は
、
こ
の
諏
訪
神
社
の
ほ
か
、
市

内
で
は
神
余
日
吉
神
社
な
ど
で
み

ら
れ
ま
す
が
、
高
木
や
幼
樹
が
こ

れ
だ
け
群
生
し
て
い
る
例
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
内
正
木
の
「
諏
訪
神
社
自
然
林
」
が
、
６
月
28
日
付
け
で
館
山
市
指
定
文
化

財
（
天
然
記
念
物
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
の
自
然
林
の
指
定
は
、
「
洲
崎
神
社
自
然
林
」
（
千
葉
県
指
定
天
然
記

念
物
）
、
「
那
古
山
自
然
林
」
（
館
山
市
指
定
天
然
記
念
物
）
に
続
く
、
３
件

目
。
今
回
の
新
指
定
で
、
市
内
の
指
定
文
化
財
は
国
指
定
重
要
文
化
財
３
件
、
千

葉
県
指
定
文
化
財
22
件
、
市
指
定
文
化
財
61
件
の
計
86
件
と
な
り
ま
す
。

　
指
定
書
を
手
に
し
た
加
茂
信
昭
諏
訪
神
社
代
表
役
員
は
、
「
今
回
の
指
定
は
、

地
元
の
人
々
の
熱
い
想
い
が
実
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
地
域
の
誇
り
と
し

て
自
然
林
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ー
ラ
ル
と
は
、
英
語
で
「
サ

ン
ゴ
」
と
い
う
意
味
で
す
。
サ
ン

ゴ
は
雌
雄
同
体
で
そ
の
生
態
か

ら
、
男
女
が
お
互
い
に
信
頼
と
協

力
に
よ
り
幸
せ
な
市
民
生
活
が
送

れ
る
よ
う
願
い
を
こ
め
て
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
自
然
林
守
り
続
け
た
い

地
域
の
雇
用
に
大
き
な
期
待

増
設
が
２
千

160
㎡
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

棟
の
拡
張
が
千

650
㎡
、
第
３
事
務

棟
の
新
設
が
４
千

565
㎡
な
ど
で
、

先
月
か
ら
順
次
生
産
装
置
を
導

入
。
本
格
稼
動
す
る
11
月
に
は
月

産
４
万
５
千
枚
（
８
イ
ン
チ
ウ
ェ

ハ
換
算
）
の
生
産
体
制
が
確
立
さ

れ
ま
す
。

　
辻
田
市
長
は
「
こ
の
地
域
で
は

若
年
労
働
者
の
流
出
、
雇
用
の
場

の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。
日

本
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
は
先
端
技
術

産
業
の
半
導
体
工
場
と
し
て
、
環

境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
南
房
総
地

域
に
お
け
る
雇
用
の
創
出
と
拡

大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
経

済
の
先
行
き
が
依
然
不
透
明
な
厳

し
い
状
況
の
中
、
今
度
の
Ｎ
３
建

設
は
地
元
と
し
て
、
大
変
心
強

く
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
日
本
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー（
株
）
／

本
社
・
工
場
／
館
山
市
山
本
１
５

８
０
番
地
、
坂
本
幸
雄
代
表
取
締

役
社
長
、
84
年
５
月
設
立
、
資
本

金
269
億
円
、
従
業
員

751
人
（
昨
年

４
月
１
日
現
在
）
、
日
本
で
唯
一

の
シ
リ
コ
ン
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
専

業
メ
ー
カ
ー
。
シ
リ
コ
ン
フ
ァ
ウ

ン
ド
リ
ー
事
業
と
は
、
半
導
体
製

品
の
生
産
過
程
の
一
部
を
受
託
す

る
事
業
の
こ
と
で
、
自
社
銘
柄
を

持
た
ず
に
中
立
的
な
立
場
で
顧
客

の
半
導
体
を
製
造
し
ま
す
。

お

▲三平教育長から指定書を受け取る加茂代表

平成13年８月１日 ６７ だん暖たてやま

ど
ん
な
と
こ
ろ
…

ど
ん
な
植
物
が
多
い
の
？

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

Q

Ａ

Q

Ａ

年金Ｑ＆Ａ

 国民年金基金に加入できる人は

 基金加入と付加保険料



　
市
で
は
、
18
歳
の
年
度
末
ま
で

の
児
童
を
養
育
す
る
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
と
そ
の

児
童
が
、
病
気
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
と
き
に
、
自
己
負
担
額
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
資
格
認
定
申
請
書
を
提

出
し
認
定
を
う
け
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
助
成
の
範
囲
／
保
険
適
用
の
医

療
費
等
に
つ
い
て
次
の
範
囲
で
助

成
し
ま
す
。
１
人
が
一
つ
の
病
院

又
は
薬
局
で
１
ヶ
月
に
外
来
で
千

円
以
上
、
入
院
で
１
日

300
円
以
上

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
・
障

害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手

当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
一

回
の
現
況
届
等
が
必
要
で
す
。

　
所
得
や
療
養
の
状
況
を
届
け
て

く
だ
さ
い
。

　
届
け
が
遅
れ
た
り
、
提
出
さ
れ

な
い
と
、
次
の
受
給
月
に
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
届
出
し
て
下
さ
い
。

　
期
間
／
８
月
13
日
（
月
）
～
９
月

10
日
（
月
）
ま
で

　
持
ち
物
／
児
童
扶
養
手
当
と
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
証
書
と
印
鑑
な
ど
。
特
別
障
害

者
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当
／
父
の
い
な
い

家
庭
（
母
子
家
庭
な
ど
）
に
支
給
す

る
手
当

　
個
人
情
報
を
集
め
る
た
め
に
、

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
８
月
31
日（
金
）ま
で
に
建
設

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
地
が
あ
り
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。
た

だ
し
、
収
入
基
準
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
選
考
方
法
／
市
営
住
宅
入
居
選

考
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

　
入
居
時
期
／
10
月
上
旬
の
予
定

で
す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係
（
!

22
―
３
１
１
１ 

内
線

452
）

市
営
住
宅
の
入
居

笠　名 １

那古海岸通り

  7,600円～13,700円 22,800円～  41,100円

敷　　　金家　　　賃間取り構　造場　　　所戸数住宅名

那　古

萱　野

１

１ 国分地内

中層耐火
４階建

３ＤＫ

２ＤＫ

18,200円～39,900円

10,300円～21,800円 30,900円～  65,400円

54,600円～119,700円

簡易耐火
２階建

館山海上技術
学校付近

簡易耐火
２階建

２ＤＫ

＊家賃、敷金は、平成13年度分の入居者の最高金額と最低金額です。実際の家賃は、入居者ごとの世帯の収入により決定します。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
／
心
身
障
害

児
を
も
つ
家
庭
に
支
給
す
る
手
当

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
／
重

度
の
身
体
障
害
者
（
児
）
な
ど
に
支

給
す
る
手
当

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
!
22

―
３
１
１
１
　
内
線

573
・

575
）

　館山市消防団は、火災や災害などを最小限度にくい

止めるよう、規律と統制のとれた組織的な行動をとり

ます。階級は、団長、副団長、分団長、副分団長、部

長、班長、団員の７つです。

依頼のしかた

火災／消防署の無線指令で出動します。

災害や行方不明者の捜索／地元の町内会長を通じて、

各部長まで連絡してください。警察や地区住民と協力

して迅速に対応します。

その他／防火水槽の設置や安全対策、地区奉仕活動な

どの要請は、各部長まで連絡してください。

【状況に応じて部、分団、団全体で対応します】

　問合せ／社会安全対策課消防防災係

　　　　　    !22―3111 内線563

もっと知って！消防団

不
審
な
電
話
や
文
書
に
よ

る
照
会
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
確
認
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
県
や
市
町
村
職
員

を
装
い
、
電
話
で
被
保
険

者
の
住
所
や
勤
務
先
、
連

絡
先
を
教
え
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
も
の
や
架
空
の
団

体
「
社
会
保
険
事
務
セ
ン

タ
ー
」
や
「
全
国
健
康
保

険
管
理
組
合
業
務
セ
ン

支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分

に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係（
!
22
―
３
１
１
１
　
内
線

575
）

１部

２部

３部

４部

５部

７部

８部

９部

10部

11部

12部

13部

14部

15部

16部

17部

18部

19部

20部

22部

24部

25部

26部

27部

１分団

２分団

３分団

４分団

５分団

６分団

７分団

８分団

９分団

市　内

全　域

船　形

那　古
　

北　条

長須賀

真　倉

館　山

西　岬

神　戸

富　崎

豊　房

館　野

九　重

名　前

佐野正一

山田一夫

飯沼正幸

羽山保雄

石井義雄

浅井康廣

畠山良作

加藤守雄

笹谷義則

羽山昌信

礒邊博昭

山口浩二

加藤直樹

川名識雄

石井利明

田丸一文

波々伯部真

石井　将

榎本光孝

山口俊彦

飯沼　智

佐野　勲

出口弘幸

安西竹松

島田良男

安田松一

長田三　男

川名正浩

鈴木弘之

加藤　敦

飯田晴夫

亀田政弘

須田秀之

電　話

29―1105

22―1383

22―1908

36―2472

28―1637

23―6522

23―3646

22―6270

27―2702

27―6682

27―2621

27―6461

27―6543

36―2319

22―2341

22―0472

22―0736

23―2108

22―2503

22―1710

29―0851

29―0427

29―1058

23―3253

28―0533

28―1284

28―0731

23―4007

22―3040

22―5996

23―0798

22―9628

22―9103

 担　当   役職・分団

団　長

副団長

本部付

分団長

（平成13年７月現在）

　８月と９月は農地違反転用防止

対策強化月間です。たとえ自分の土

地であっても、農地を許可なく農地

以外に使用することは、違法です。

農地を農地以外に使おうとする場

合は、必ず許可を受けてください。

許可にならない農地もありますの

で、お問い合せください。

　問合せ／農業委員会

　　　　!22―３１１１内線692

タ
ー
」
な
ど
と
名
乗
っ
て
の
照
会

で
す
。

　
不
審
な
電
話
や
文
書
は
、
返
答

せ
ず
、
お
手
数
で
も
市
民
課
年
金

係
や
社
会
保
険
事
務
所
へ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
年
金
係
（
!

22
―
３
１
１
１
内
線

557
）

ら せ

　

お 知募 集

　
環
境
省
、
ご
み
減
量
化
推
進
国

民
会
議
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
・
リ
サ

イ
ク
ル
促
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
区
分
／
小
学
生
低
学
年
の

部
（
１
年
生
～
３
年
生
）、
小
学
生

高
学
年
の
部
（
４
年
生
～
６
年

生
）、
中
学
生
の
部

　
応
募
規
格
／
四
つ
切
画
用
紙
ま

た
は
B3
版
で
、
画
材
は
特
に
問
い

ま
せ
ん
。
立
体
的
な
作
品
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
所
定

の
事
項
を
記
入
し
て
、
作
品
の
裏

　
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
公

正
、
適
正
な
補
助
金
の
交
付
を
図

る
た
め
、
各
種
団
体
に
補
助
金
を

交
付
す
る
基
準
を
策
定
し
、
見
直

し
を
行
な
う
補
助
金
検
討
委
員
会

の
委
員
を
再
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
／
若
干
名

　
任
期
／
平
成
13
年
９
月
１
日
～

平
成
14
年
３
月
31
日

　
応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の

満
20
歳
以
上
で
、
委
員
会（
任
期
中

５
回
程
度
開
催
予
定
）に
出
席
で
き

る
人
。（
市
か
ら
補
助
金
を
受
け
て

い
る
団
体
の
役
員
な
ど
は
除
き
ま

す
）

　
応
募
方
法
／
８
月
20
日（
月
）ま

で
に（
当
日
必
着
）、
作
文｢

私
が
委

員
に
応
募
す
る
理
由｣

（
800
字
以

内
・
様
式
任
意
）
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
財
政
課（
〒

294

―
８
６
０
１
）へ
直
接
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
（
!
22
―
３

１
１
１
内
線

532
）

面
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募

用
紙
は
環
境
保
全
課
に
あ
り
ま
す
）

　
応
募
上
の
注
意
／
郵
送
す
る
場

合
、
作
品
を
折
っ
た
り
丸
め
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
応
募
作
品

の
版
権
は
主
催
者
に
属
し
、
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
主
催
者
な
ど

が
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
に
学
校
名
や
氏
名
が

掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
学
校
に
つ
き
応
募
区
分
ご
と
10

点
以
内
と
し
ま
す
。

　
締
切
／
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
市
環
境
保
全
課
ま
で

　
問
合
せ
／
市
環
境
保
全
課
（
!

22
―
３
１
１
１
内
線

614
）

　
家
庭
で
子
ど
も
さ
ん
を
保
育
し

て
い
た
だ
け
る
保
育
マ
マ
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
今
や
女
性
の

働
く
場
も
様
々
。
「
子
ど
も
を
保

育
園
に
入
れ
た
い
が
、
時
間
が
あ

わ
な
い
」
な
ど
小
さ
い
子
ど
も
さ

ん
を
持
つ
、
働
く
お
母
さ
ん
が
増

え
て
い
ま
す
。
保
育
マ
マ
と
し

て
、
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
保
護

者
の
要
望
に
あ
わ
せ
て
、
市
で

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　
条
件
／
①
25
歳
～
65
歳
以
下
の

人
、
②
市
内
在
住
の
人
、
③
児
童

保
育
に
つ
い
て
知
識
と
経
験
が
あ

る
人
、
④
家
庭
生
活
が
健
全
で
、

本
人
と
家
族
が
健
康
で
あ
る
人
、

⑤
家
庭
に
３
歳
未
満
の
子
が
な

く
、
受
託
児
童
の
保
育
に
専
念
で

き
る
人
、
⑥
保
育
室
と
し
て
、
６

畳
以
上
の
部
屋
を
当
て
ら
れ
る

人
。
⑦
敷
地
内
や
付
近
に
遊
び
場

が
あ
る
人

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
児
童
福

祉
係（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

574
）

▲那古市営住宅

平成13年８月１日 ８９ だん暖たてやま

自分の土地でも許可が必要

不
審
な
電
話
に
注
意
し
て

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
に
医
療
費
を
助
成

福
祉
手
当
の
現
況
届
は
９
月
10
日
ま
で

補
助
金
検
討
委
員
会
の
委
員

ご
み
ゼ
ロ
・
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
ポ
ス
タ
ー

働
く
お
母
さ
ん
を

　 

サ
ポ
ー
ト
し
て

保
育
マ
マ
さ
ん



　
市
民
音
楽
祭
の
参
加
を
募
集
し

ま
す
。
独
奏
・
独
唱
・
合
奏
な
ど

大
歓
迎
で
す
。

　
日
時
／
11
月
10
日
（
土
）
午
後

　
市
内
、
安
房
地
域
の
合
唱
団
や

合
唱
サ
ー
ク
ル
を
集
め
て
〝

南
房

総
し
お
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
〟
を
開

催
し
ま
す
。

　
各
参
加
団
体
が
得
意
な
曲
目
を

披
露
し
、
最
後
に
合
同
合
唱
を
行

な
い
ま
す
。

　
公
演
日
時
／
平
成
14
年
２
月
３

日
（
日
）
午
後
１
時
開
演

　
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
大

ホ
ー
ル
）

　
参
加
時
間
／
舞
台
へ
の
出
入
り

含
め
１
団
体
８
分
以
内

　
合
同
合
唱
／
筑
後
川
の
河
口
・

花
の
街
・
ふ
る
さ
と
　

　
合
同
合
唱
の
練
習
日
／
①
12
月

16
日
（
土
）
午
後
２
時
～
午
後
５

時
、
②
１
月
11
日
（
木
）
午
後
６
時

30
分
～
午
後
８
時
30
分
、
③
１
月

25
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～
午
後

８
時
30
分

　
練
習
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー

ル
、
初
回
の
み
鴨
川
市
公
民
館
で

も
開
催
し
ま
す
。

　
締
切
／
８
月
30
日
（
木
）

　
応
募
方
法
／
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
団

体
名
、
参
加
人
数
、
代
表
者
の
氏

　
日
時
／
８
月
29
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
野
菜
が
好
き
に
な
る

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ア
イ
デ
ア
メ

ニ
ュ
ー

　
定
員
／
親
子
15
組
（
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
）

　
費
用
／
材
料
費
と
し
て
１
人

500

円
程
度

　
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
室
内
ば
き
（
子
ど
も
用
）

　
締
切
／
８
月
20
日
（
月
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
北
条
地
区

公
民
館
（
!
23
―
３
１
１
１
）

　
日
時
／
９
月
２
日
（
日
）
午
後

１
時
～
午
後
４
時

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
市
民
。修
了
証
の
有
効
期

間（
３
年
）を
経
過
し
た
人
も
可
。

　
定
員
／
30
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
講
師
／
館
山
消
防
署
職
員

　
在
宅
で
高
齢
者
な
ど
に
身
体
介

護
や
家
事
援
助
を
提
供
す
る
た

め
、
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
る
講
座
で
す
。

　
対
象
／
講
習
終
了
後
、
訪
問
介

護
員
と
し
て
、
就
業
可
能
な
人

　
研
修
期
間
／
10
月
23
日
（
火
）
～

３
月
15
日
（
金
）
の
間
の
22
日
間

で
午
前
９
時
～
午
後
４
時
10
分

　
受
講
料
／
７
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

　
申
込
期
間
／
８
月
６
日
（
月
）

～
９
月
７
日
（
金
）
必
着
　

　
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）、
志
望
動
機
（

400
字
詰
原
稿
用

紙
１
枚
）、
返
信
用
封
筒
（
80
円
切

手
貼
付
、
あ
て
先
記
入
）
を
添
え

て
、
申
込
み
先
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
試
験
日
／
９
月
29
日
（
土
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
〒

296
―
８

６
０
２
　
亀
田
総
合
病
院
教
育
部

（
!
０
４
７
０
―
99
―
１
１
６
５
）

　
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
が
微
生
物

の
働
き
で
、
き
れ
い
に
な
る
様
子

を
見
て
見
ま
せ
ん
か
。

　
対
象
／
小
学
生
と
そ
の
家
族

（
中
学
生
以
上
は
１
人
で
も
可
）

　
日
時
／
８
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
と
午
後
２
時
～
の
２

回
【
い
ず
れ
も
30
分
前
か
ら
受
付

開
始
で
、
１
時
間
30
分
程
度
の
行

程
で
す
】

　
会
場
／
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
・

平
久
里
川
河
口
の
南
欧
風
建
物
）

　
参
加
費
／
無
料
　

　
申
込
み
／
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
参
加
者（
大

人
・
子
ど
も
の
数
）、
学
校
名
、
希

望
時
間（
午
前
・
午
後
）
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
!
22
―

３
１
１
１
内
線

472
）E

-m
a

il

　

g
e
su

id
o
u
k
a
@

city
.ta

te
y
a
m

a
.

c
h

ib
a
.jp

楽しく泳ごう！

水泳教室

　
対
象
／
市
民
で
泳
げ
な
い
人
。子

ど
も
は
４
歳
以
上
【
事
前
に
医
師

の
健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
】

　
日
時
／
９
月
８
日
、
９
日
、
22

日
、
24
日
、
29
日
、
30
日
、
10
月
６

日
、
７
日
、
８
日
、
13
日
　
午
後
２

時
～
午
後
４
時

　
会
場
／
市
営
温
水
プ
ー
ル

　
定
員
／
40
人
（
大
人
10
人
・
子

ど
も
30
人
）【
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
】

　
参
加
費
／
無
料
　

　
申
込
み
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
〝
水

泳
教
室
参
加
希
望
〟
と
し
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

　
下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
る

よ
う
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対

象
に
下
水
道
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
前
に
学
校
を

通
じ
て
、
児
童
、
生
徒
に
チ
ラ

シ
を
配
っ
て
あ
り
ま
す
。
結
果

は
10
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

294
―
０
０
５
４
　
館
山
市
湊

288
―

89
　
市
営
温
水
プ
ー
ル
ま
で（
往
復

ハ
ガ
キ
１
枚
に
１
人
と
し
ま
す
）

　
締
切
／
８
月
20
日
（
月
）必
着

　
問
合
せ
／
市
営
温
水
プ
ー
ル

（
!
22
―
５
５
１
９
）

　
修
了
証
／
３
時
間
の
講
習
を
受

講
し
た
人
に
は
、
消
防
長
名
の
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

100

円
程
度

　
締
切
／
８
月
20
日
（
月
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公
民

館
（
!
23
―
３
１
１
１
）

野
菜
っ
て
お
い
し
い
ね
！

　
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

テ　ー　マ

熱帯植物の育て方

はしゅ

花づくりの基礎①（播種・育苗）

秋のハンギングバスケット

家庭の庭でのデザインを含めた

花の育て方・飾り方

まちづくりはあなたの家庭から

～専門家によるアドバイス～

花壇の作り方

（コミュニティセンター花壇を使って）

市内のモデル花壇巡り

～専門家のデザインした花壇から学ぶ～

花づくりの基礎②（冬の鉢花管理）

正月用のコンテナガーデン

花づくりの基礎③（土づくり・病虫害）

春のハンギングバスケット

安房郡内の花壇巡り

～公共的施設から学ぶ～

春のコンテナガーデン

学習成果の発表、意見交換

ボランティア活動にもチャレンジ！

～地域を自分の手で美しく飾ろう～

　　日　程

８月27日（月）

13:30～15:30

９月３日（月）

13:30～15:30

９月17日（月）

13:30～15:30

10月15日（月）

13:30～15:30

10月29日（月）

13:30～16:00

11月19日（月）

13:30～16:00

12月17日（月）

13:30～15:30

１月21日（月）

13:30～15:30

２月４日（月）

10:00～15:30

２月18日（月）

13:30～15:30

未定

　 　

講義

実習

講義

実習

講義

見学

講義

実習

見学

講義

実習

講義

実習

見学

実習

実習

　　　　講　師

（有）エクゾティックプランツ

　尾崎　章氏

日本ハンギングバスケット協会

　落合哲平氏

グリーンアドバイザー

鷲澤孝美氏

グリーンアドバイザー

鷲澤孝美氏

農学博士　林　角郎氏

日本ハンギングバスケット協会

　落合哲平氏

日本ハンギングバスケット協会

　落合哲平氏

日本ハンギングバスケット協会

　落合哲平氏

農学博士　林　角郎氏

日本ハンギングバスケット協会

　落合哲平氏

バーベナ会

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒

294
―
８

６
０
１
　
生
涯
学
習
課
文
化
係
　

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

663
）

FAX

25
―
５
６
０
５
　E

-
m

a
il

　

syo
u
gaigaku

@
city.tateyam

a.

c
h

ib
a
.jp

　
日
時
／
８
月
19
日
（
日
）
午

前
９
時
30
分
～
正
午

　
場
所
／
沖
ノ
島

　
講
師
／
沖
ノ
島
サ
ン
ゴ
を
見

守
る
会
代
表
　
三
瓶
雅
延
氏

　
定
員
／
小
学
生
と
保
護
者
20

組
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

　
参
加
費
／
傷
害
保
険
料
と
し

て
、
１
人
50
円

　
締
切
／
８
月
15
日
（
水
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公

民
館
（
!
23
―
３
１
１
１
）

１
時
開
演
予
定

　
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）

　
申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙

で
、
８
月
31
日
（
金
）ま
で
に
生
涯

学
習
課
ま
で

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
内
館
山

音
楽
鑑
賞
協
会
事
務
局
（
!
22
―

３
１
１
１
内
線

663
）

　
日
時
／
日
程
表
の
と
お
り

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

　
定
員
／
40
人
（
過
去
に
受

講
し
て
い
な
い
人
優
先
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
材
料
費
、
傷
害

保
険
料
な
ど
全
回
で
１
万
円

程
度

　
締
切
／
８
月
20
日
（
月
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央

公
民
館（
!
23
―
３
１
１
１)

乳がん・子宮がん（検診車）検診
募 集

▼花・ガーデニング教室日程表

花・ガーデニング教室

平成13年８月１日 1011 だん暖たてやま

沖
ノ
島
サ
ン
ゴ
観
察
教
室

　
日
時
／
８
月
11
日
（
土
）
午

後
６
時
30
分
～
午
後
９
時

　
場
所
／
豊
房
小
学
校
校
庭

　
講
師
／
館
山
天
文
ク
ラ
ブ
代

表 

安
藤
　
智
氏

　
定
員
／
小
学
生
と
保
護
者
20

組
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

　
参
加
費
／
傷
害
保
険
料
と
し

て
、
１
人
50
円

　
締
切
／
８
月
10
日
（
金
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公

民
館
（
!
23
―
３
１
１
１
）

星
空
観
察
教
室

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
み
よ
う

中央公民館夏休み特別企画！

市
民
音
楽
祭
へ

　  

参
加
し
よ
う

訪
問
介
護
員
養
成
講
座
２
級

夏
休
み
親
子
見
学
会

下
水
道
標
語
募
集
中

救
命
講
習

　乳がん・子宮がん検診を希望している人で、まだ申込みが済

んでいない人は、電話で申込みを受け付けています。総合検診

を申し込んだ際に年間検診も合せて希望した人は不要です。

対象者／市内在住で30歳以上の女性

日時／８月25日（土）、９月１日（土）　時間は午前８時45分から

場所／コミュニティセンター

料金／乳がん検診300円。子宮がん検診は、子宮頚部検診600円、

　　　子宮頚・体部検診1,300円

申込み・問合せ／健康管理課　!23―３１１３

南
房
総
し
お
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
団
体


